
２３０

　柑　環境への負荷が少ない循環型社会の構築

　表２‐９１　ごみ処理状況の年度別推移

埋立量
（t／年）

リサイクル率
（％）

資源化量
（t／年）

焼却率
（％）

焼却量
（t／年）

総排出量
（t／年）総人口（人）年度

集団回収量計画処理量

５６，３４５１８．９８２，８０４７５．６３３１，３７５３４，５０８４０３，６８６４３８，１９４１，１２０，５０５１６

５４，５７３１９．３８４，２０５７５．２３２８，０３３３４，０５０４０１，９０９４３５，９５９１，１１７，４１１１７

５５，２７９２０．１８７，４７３７４．５３２４，８５３３４，６１７４０１，４９５４３６，１１２１，１１３，８３７１８

４８，６７７２０．７８６，６１６７４．９３１３，６７０３３，６８５３８５，０７１４１８，７５６１，１１１，３０８１９

４４．９６７２０．９８５．５９５７５．２３０７，６９０３２，２６０３７７，０９２４０９，３５２１，１０５，２７６２０

４３，４９４２０．５７９，６７６７６．６２９７，７２９３５，７５６３５２，９８１３８８，７３７１，０９９，２８５２１

（単位：台数）
　表２‐９３　家電リサイクル法に基づく廃家電品の引取り台数

注　県内４か所の指定引取り場所での引取り台数です。

合　計洗濯機冷蔵庫テレビエアコン品　目

１２４，２５３２７，６８５２７，８１７５２，９８４１５，７６７１８年度

１３６，２５６２９，８１２２９，８７０５９，３３８１７，２３６１９年度

１５１，３９３３０，２７４３２，４０４６９，８５４１８，８６１２０年度

２０３，５２９３１，５２９３１，５３８１２０，１９３２０，２６９２１年度

２６３，７９８２７，６０５３１，５３４１７７，０８７２７，５７２２２年度

（単位：t）
　表２‐９２　容器包装リサイクル法に基づく分別収集量の年度別推移

２２２１２０１９１８年　　　　　度

２，２１９．８２，１９６．１２，２３７．４２，３５４．６２，４６６．０無 色 ガ ラ ス

２，６１４．９２，５２０．１２，６１８．５２，６６２．４２，７７０．９茶 色 ガ ラ ス

８８９．０８２７．８９１６．０９２２．８８６４．２そ の 他 ガ ラ ス

１，７４３．２１，６９０．９１，６８２．３１，７３５．９１，８６３．３ペ ッ ト ボ ト ル

２，３０３．０２，４３０．４２，４７９．５２，５５４．１２，６０４．６そ の 他 紙 製 容 器 包 装

５，５１８．６５，５５４．７５，５４９．７６，００１．８６，４８７．４その他プラスチック製容器包装

１，０２５．９１，０４９．７１，１１７．２１，１８６．７１，２６７．５ス チ ー ル 缶

１，２９３．７１，２５７．８１，３４９．０１，３４５．３１，４４７．９ア ル ミ 缶

１５１．７１４３．２１６８．１１４７．５１５７．５紙 パ ッ ク

５，３５５．１５，２６３．２５，８０４．３５，６４４．９５，８２４．９段 ボ ー ル

２３，１１４．９２２，９３３．９２３，９７４．５２４，５５６．０２５，８１７．６合　 　 　 　 　 計

注　その他プラスチック製容器は、白色トレイを含めた量です。



２３１

　図２‐８　産業廃棄物の地域別排出量（２１年度）

　表２‐９４　多量排出事業者の処理計画書等の提出状況（２２年度）

注１　提出事業者は、法に定める多量排出事業者（産業廃棄物の年間発生量が１，０００トン以上又は特別
管理産業廃棄物の年間発生量が５０トン以上の事業者）を示します。

　２　（　）は、富山市に提出があったものであり、内数です。
　３　その他の業種は、鉱業、医療業です。
　４　産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物の両方の計画書を提出した事業所数は２８（うち富山市９）

です。

合　計特別管理産業廃棄物産業廃棄物業　　　種

１２５（３７）４７（１６）　７８（２１）製 造 業

１２４（２９）　１（　０）１２３（２９）建 設 業

　２４（　５）　０（　０）　２４（　５）電気・ガス・水道業

　１２（　４）　６（　３）　６（　１）そ の 他 の 業 種

２８５（７５）　５４（１９）　２３１（５６）合 計
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２３２

能力
（t/日）型　　　式名　　　　　称市　町　村　・　事　務　組　合広域圏

２８固形燃料化南砺リサイクルセンター砺波広域圏事務組合
（南砺市）砺　波

　表２‐９５　ごみ処理施設の整備状況

　　敢　ごみ焼却施設

　　柑　粗大ごみ処理施設

　　桓　ごみ固形燃料化施設
（２３年４月１日現在）

能力
（t/日）型　　　式名　　　　　称市　町　村　・　事　務　組　合広域圏

７０破砕・選別・圧縮リサイクルセンター富山地区広域圏事務組合
（富山市・滑川市・舟橋村・上市町・立山町）富 山

２０破 砕・選 別氷見市不燃物処理センター氷見市高 岡

４０破砕・選別・圧縮宮沢清掃センター新川広域圏事務組合
（魚津市・黒部市・入善町・朝日町）新 川

９破砕・選別クリーンセンターとなみ
粗大ごみ処理プラント

砺波広域圏事務組合
（砺波市・南砺市）砺 波

３０破砕・選別ミライクル館
粗大ごみ処理施設射水市射 水

１６９５施設計

能　力
（t/日）型　　　式名　　　　　称市　町　村　・　事　務　組　合広域圏

８１０全連続クリーンセンター富山地区広域圏事務組合
（富山市・滑川市・舟橋村・上市町・立山町）富 山

２７０全連続環境クリーン工場高　岡　市
高 岡

５０機械化バッチ西部清掃センター氷　見　市

１７４准連続エコぽ～と新川広域圏事務組合
（魚津市・黒部市・入善町・朝日町）新 川

７０准連続クリーンセンターとなみ砺波広域圏事務組合
（砺波市・南砺市）砺 波

１３８全連続クリーンピア射水射水市射 水

１，５１２６施設計

（２３年４月１日現在）

（２３年４月１日現在）



２３３

　　棺　廃棄物再生利用施設（リサイクルプラザ）

　表２‐９６　し尿処理状況の年度別推移

処理 内 訳（ℓ／年）収 集 内 訳（ℓ／年）衛生処理

人口（人）

水 洗 便 所くみとり
便　　所

総人口
（人）年度 農村還元

そ の 他

公共下水
道マンホ
ール投入

し尿処理

施　　設
計

浄 化 槽

汚　　泥

くみとり

し　　尿

公　　共
下 水 道
人口（人）

浄　化　槽計画収集

人口（人） 人口（人）基数（基）

０１６，９９４２０１，０４８２１８，０４２１３８，５０７７９，５３５１，１１６，７１７７１７，２５３３０３，９０２８７，９４３９６，２５６１，１１７，４１１１７

０１６，０８０１９４，３１６２１０，３９６１３４，７６０７５，６３６１，１１３，２６７７２９，４５５２９４，９８３８４，０９３８９，３９９１，１１３，８３７１８

０１６，５６１１８０，５２６１９７，０８７１３２，６０７６４，４８０１，１１０，８１８７３６，３９３２９８，５７９７９，５３８７５，８４６１，１１１，３０８１９

０１５，１２６１７０，７７５１８５，９０１１２８，２９４５７，６０７１，１０４，８９７７６３，８３０２７７，５９４７６，９１８６３，４７３１，１０５，２７６２０

０１３，２７２１５８，６２９１７１，９０１１１８，８５０５３，０５１１，０９９，１１３７７５，８９７２４６，９１９７４，２４６７６，２９７１，０９９，２８５２１

能力
（t/日）型　　　式名　　　　　称市　町　村　・　事　務　組　合広域圏

４１．３破砕・選別・圧縮リサイクルセンター富山地区広域圏事務組合
（富山市・滑川市・舟橋村・上市町・立山町）富　山

４６破砕・選別・圧縮高岡市リサイクルプラザ
高　岡　市

高　岡 ２．３６選 別 ・ 圧 縮福岡リサイクルセンター

１６選 別 ・ 圧 縮氷見市リサイクルプラザ氷　見　市

８選別・圧縮＊南砺リサイクルセンター砺波広域圏事務組合
（南砺市）砺　波

８．７４破砕・選別・圧縮ミライクル館射水市射 水

１２２．４６施設計

（２３年４月１日現在）

注　＊は、ごみ燃料化施設と併用
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２３４

　表２‐９７　し尿処理施設の整備状況

注１　県所管分と富山市所管分を合計した数値です。
　２　使用中の柱状トランスの数値は、推定値として事業者から報

告のあったものです。
　３　「廃PCB」、「PCBを含む廃油」のうち、容量で届出された
ものは１ℓ＝１㎏として重量に換算し集計しています。

　４　表に記載している単位以外で報告されたものとしては、PCB
を含む廃油（３個）、ウエス（６個、６００ℓ）、汚泥（２０４個、４００
ℓ）、その他汚染物（８３，５０８㎏、１６８個）が保管されています。

　表２‐９８　PCB特別措置法に基づく届出状況
（２２年３月３１日現在）

使用中保管中
２１１８５４事 業 所 数

数 量
６２５３５高 圧 ト ラ ン ス［台］
４６０３，０６０高 圧 コ ン デ ン サ［台］
９３９低 圧 ト ラ ン ス［台］

７２８４，３８７低 圧 コ ン デ ン サ［台］
６，００４５８，１５８柱 上 ト ラ ン ス［台］
２，０９４３５，０８９安 定 器［台］

０１，０９３Ｐ Ｃ Ｂ［㎏］
０４，３４２，４５２Ｐ Ｃ Ｂ を 含 む 油［㎏］
０９８０感 圧 複 写 紙［㎏］
０２３，２８６ウ エ ス［㎏］

８２９１，８０６そ の 他 機 器［台］
０２０，３５９汚 泥［㎏］
０９０，４０２そ の 他［Ｌ］

（２３年４月１日現在）

能　力
（ℓ/日）型　　式名　　称市町村・事務組合広域圏

９０固 液 分 離つ ば き 園富　　山　　市

富
　
　
　
山

３３嫌 気 性 消 化
・ 活 性 汚 泥

衛 生 セ ン タ ー
し 尿 処 理 場滑　　川　　市

２１７高負荷脱窒素万 浄 園 施 設富 山 地 域　　　　　　　（富山市・上市町・立山町）衛 生 組 合 ８０低二段活性汚泥中部衛生センター施設

６６好気性消化処理高岡市し尿処理施設高　　岡　　市高
　
岡 ４５高負荷脱窒素クリーンセンター氷　　見　　市

１０４膜分離高負荷脱窒素クリーンシステムとなみ砺波地方衛生　　　　　　　（高岡市・砺波市・小矢部市・南砺市）施　設　組　合砺波

１１６二段活性汚泥射水市衛生センター射水市射水

７５１８　　施　　設計



２３５

　表２‐９９　産業廃棄物処理施設の許可（届出）状況

　注　上段は富山県の施設数、下段は富山市の施設数です。

施設数処 理 能 力施 設 区 分
６９

１０m３／日を超える汚泥の脱水施設
１９
４

１０m３／日を超える汚泥の乾燥施設
１

７５m３／日を超える
２００㎏／時間以上
火格子面積２m２以上

汚泥の焼却施設
４

３
１０m３／日を超える廃油の油水分離施

設 ２

２１m３／日を超える
２００㎏／時間以上
火格子面積２m２以上

廃油の焼却施設
４

２
５０m３／日超える廃酸又は廃アルカ

リの中和施設 ３
１９

５ｔ／日超える廃プラスチック類
の破砕施設 ３３

施設数処 理 能 力施 設 区 分
６１００㎏／日超える

火格子面積２m２以上
廃プラスチック類
の焼却施設 ７

１４１
５ｔ／日超える木くず又はがれき

類の破砕施設 １１８
２

すべて有害物質等のコンク
リート固型化施設 １

０
すべてシアン化合物の分

解施設 ３
０

すべて廃ＰＣＢ等の分解
施設 ２

１３２００㎏／時間以上
火格子面積２m２以上

産業廃棄物の焼却
施設（汚泥、廃油、廃プラ
スチック類以外の施設） ５

９
安定型

最終処分場
２
１１

管理型
５

２８８
合　　　　計

２０９

　桓　自然と共生したうるおいのある環境の実現

　表２‐１００　国立公園内における工作物の新築等に係る許認可取扱状況（２２年度）
（単位:件）

計認可（同意・協議含）
許　　可（協議・届出含）

国 立 公 園
知　　事大　　臣

１０９２６４７３６中 部 山 岳

１０１０白 山

１１０２６４８３６計

計認　　　可（承認）許可（協議・届出含）国 定 公 園

９０９能 登 半 島

　表２‐１０１　国定公園内における工作物の新築等に係る許認可取扱状況（２２年度）
（単位:件）

（２３年３月３１日現在）
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２３６

計認可（同意・協議含）許可（協議・届出含）県立自然公園

７０７朝 日

１００１０有 峰

２０２五 箇 山

４１３白 木 水 無

２０２医 王 山

２５１２４計

　表２‐１０２　県立自然公園内における工作物の新築等に係る許認可取扱状況（２２年度）
（単位:件）

左のうち、県の持分合　　計
①＋②

そ の 他
②

山　　林
①市町村名名　　　　　称

持分比

４８，７７６．４５２／３　７３，１６４．６８２１，４８５．６７５１，６７９．０１朝日町朝日県立自然公園・朝日城山地内

２７８，７０４．４２３／４※３７８，８９６．０００．００３７８，８９６．００富山市白木水無県立自然公園・杉ヶ平地内

１４２，８５３．４５１／１　１４２，８５３．４５０．００１４２，８５３．４５〃県民公園野鳥の園・古洞池

３１，２９７．００１／１　３１，２９７．００５７７．００３０，７２０．００射水市県民公園野鳥の園・恩坊池

６，７８５．４１２／３　１０，１７８．１１８，０６５．１１２，１１３．００高岡市能登半島国定公園・雨晴園地

８４，６１０．６７２／３　１２６，９１６．０００．００１２６，９１６．００南砺市縄ヶ池・若杉自然環境保全地域内

１５，５０９．６１２／３　２３，２６４．４１２２，５５２．４１７１２．００〃五箇山県立自然公園・相倉地内

１２０，２９７．４７２／３　１８０，４４６．２０８，１９５．４４１７２，２５０．７６〃五箇山県立自然公園・西赤尾地内

２４５，４２２．２８２／３※３８１，５１７．６２２，２６８．００３７９，２４９．６２〃医 王 山 県 立 自 然 公 園 内

５，３１０．００２／３　７，９６５．００５，２１４．０００２，７５１．００氷見市能登半島国定公園・九殿浜、窪地内

９７９，５６６．７６－１，３５６，４９８．４７６８，３５７．６３１，２８８，１４０．８４小 計

（注）※：他の持ち分比率あり。

５２，３９４．００１／１　５２，３９４．００地上権設定５２，３９４．００富山市県 民 公 園 野 鳥 の 園

１，０３１，９６０．７６－１，４０８，８９２．４７６８，３５７．６３１，３４０，５３４．８４合 計

　表２‐１０３　富山県自然環境保全基金による土地保有状況
（２３年３月３１日現在）（単位：m２）



２３７

　表２‐１０４　立山山麓家族旅行村の主要施設

主　　　　　要　　　　　施　　　　　設地　　　　区

管理棟（鉄筋コンクリート平屋建、３４３m２）、休憩所（合掌造）、駐車場（６０
台収容）、芝生広場（７，８９０m２）、イベント広場中央管理地区

芝生広場（７，２６９m２）、遊水池、石の山、遊水池、パークゴルフコースファミリー広場

オートキャンプサイト（３１区画）、野外ステージ、バーベキュー卓、炊事棟、
多目的ハウス、トリムコース、シャワー棟野 外 広 場

ケビン（４人用１５棟、８人用５棟）、バーベキュー卓宿泊施設地区

芝生広場（９，２００m２）、展望広場、ロックガーデン森 の 広 場

合　　　計４月１６日
～５月１５日

３月１日
～４月１５日

１２月１日　　
　～２月末日区　　分

１６３パーティー
（５７７人）

１４１パーティー
（４６２人）

１パーティー
（３人）

２１パーティー
（１１２人）登 山 届

　表２‐１０５　登山届の概要
（２２年１２月１日～２３年５月１５日）

備　　　考行　　　　事　　　　内　　　　容場所・時間行　事　名月日

調査は県下の小学校６
年生を中心に実施する
もので、前年の調査で
は２６，０５０羽を確認

第４０回ツバメ生息調査を実施する県下一斉に小
学校６年生の豆調査員が、ツバメの生息調査を
実施し、ツバメの巣のある家に「ツバメのお宿」
シールを貼る。

県下全域ツバメ調査の
日

５
月
　
日
月

１０

入選ポスターの展示は
５月１２日～１８日までフ
ァボーレで、また５月
１９日～６月３０日は自然
博物園ねいの里で実施

第５６回愛鳥ポスターの入賞者の表彰と環境省等
主催の野生生物保護功労者表彰の伝達式を行う。
　・愛鳥ポスター入賞者
　（富山県知事賞、富山県教育長賞）

県庁４Ｆ
大会議室

野鳥保護表彰
の日

５
月
　
日
火

１１

富山市安養坊の八幡社
に午前９時に集合し、
呉羽山から八ケ山にか
けて探鳥会を実施

富山短期大学幼児教育学科の学生を対象に、野
鳥を中心とした（第３４回）自然教室を開き、野
外教育のあり方を体験する。
　共　催：自然博物園ねいの里
　参加者：幼児教育学科１年生

呉羽山一帯野鳥観察の日
５
月
　
日
水

１２
愛鳥活動に積極的な小
中学校を昭和５０年度か
ら毎年指定しているも
の

平成２２年度（第３６回）愛鳥モデル校の指定証の
交付を行う。
富山市立保内小学校

愛鳥モデル校学校愛鳥の日

音川保育所園児が、野鳥の巣箱内の様子を観察
する。また、救護の様子を見学し、リハビリ後
の鳥を放鳥し、野鳥に関する理解を深める。
参加者：園児・先生３０名程度

富山市婦中町
吉住
自然博物園
「ねいの里」

ふれあいの日

５
月
　
日
金

１４

自然博物園ねいの里で野鳥救護の体験、野鳥に
関する各種相談に応じる。
　共　催：自然博物園ねいの里

富山市婦中町
吉住
自然博物園
「ねいの里」

野鳥相談の日

５
月
　
日
土

１５

愛鳥思想の普及啓発のため、広く一般の方を対
象に（第４４回）バードウォッチングを開催する。
　共　催：日本鳥類保護連盟富山県支部等

富山市三ノ熊
野鳥の園
（古洞池）

探鳥の日

５
月
　
日
日

１６

　表２‐１０６　愛鳥週間行事（２２年度）
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資
料
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２３８

富山県で生息が確
認されている種　種　　　　　　　　　　　　　名指定年月日区分

オオタカ（留鳥）
イヌワシ（留鳥）
オジロワシ（冬鳥）
オオワシ（冬鳥）
クマタカ（留鳥）
ハヤブサ（留鳥）
ライチョウ（留鳥）
カラフトアオアシ
シギ（旅鳥）
ウミガラス（冬鳥）

アホウドリ、チシマウガラス、コウノトリ、トキ、シジュウカラガン、
オオタカ、イヌワシ、ダイトウノスリ、オガサワラノスリ、オジロワシ、
オオワシ、カンムリワシ、クマタカ、シマハヤブサ、ハヤブサ、ライチ
ョウ、タンチョウ、ヤンバルクイナ、アマミヤマシギ、カラフトアオア
シシギ、エトピリカ、ウミガラス、キンバト、アカガシラカラスバト、
ヨナクニカラスバト、シマフクロウ、オーストンオオアカゲラ、ミユビ
ゲラ、ノグチゲラ、ヤイロチョウ、アカヒゲ、ホントウアカヒゲ、ウス
アカヒゲ、オオトラツグミ、オオセッカ、ハハジマメグロ、オガサワラ
カワラヒワ

５年２月１０日
　　　鳥　類

ツシマヤマネコ、イリオモテヤマネコ
ミヤコタナゴ
ベッコウトンボ
レブンアツモリソウ、キタダケソウ

６年１月２８日
　　　哺乳類
　　　魚　類
　　　昆虫類
　　　植　物

イタセンパラ

キクザトサワヘビ
アベサンショウウオ
イタセンパラ
ハナシノブ

７年２月８日
　　　爬虫類
　　　両生類
　　　淡水魚類
　　　植　物

ヤシャゲンゴロウ、ヤンバルテナガコガネ、ゴイシツバメシジミ
８年１月８日
　　　昆虫類

ホテイアツモリ、アツモリソウ
９年９月５日
　　　植　物

ワシミミズク
９年１１月２７日　
　　　鳥　類

アマミデンダ、ヤドリコケモモ、コゴメキノエラン
１１年１１月２５日　
　　　植　物

スイゲンゼニタナゴ
イシガキニイニイ
チョウセンキバナアツモリソウ、オキナワセッコク、クニガミトンボソウ

１４年８月７日
　　　魚　類
　　　昆虫類
　　　植　物

ダイトウオオコウモリ、アマミノクロウサギ
アユモドキ
ムニンツツジ、ムニンノボタン、アサヒエビネ、ホシツルラン、シマホ
ザキラン、タイヨウフウトウカズラ、コバトベラ、ウラジロコムラサキ

１６年７月２日
　　　哺乳類
　　　魚　類
　　　植　物

オガサワラハンミョウ、オガサワラシジミ、オガサワラトンボ、オガサ
ワラアオイトトンボ、ハナダカトンボ
ヒメタニワタリ、コヘラナレン、シマカコソウ、ウチダシクロキ

２０年７月２５日
　　　昆虫類

　　　植　物

オガサワラオオコウモリ
２１年１２月２日
　　　哺乳類

マルコガタノゲンゴロウ、フチトリゲンゴロウ、シャープゲンゴロウモ
ドキ、ヨナグニマルバネクワガタ、ヒョウキンモドキ

２３年３月１８日
　　　昆虫類

　表２‐１０７　「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」による種の指定状況
（２３年３月３１日現在）

　表２‐１０８　野生鳥獣の救護活動実績（２２年度）
合　　　計獣　　　類鳥　　　類

区　　　分 救 護
日 数救護数種類数救 護

日 数
救 護
頭 数種類数救 護

日 数
救 護
羽 数種類数

－２７７６８－３８７－２３９６１富山県鳥獣保護センター

２４２５３２６４３５２１９９４８２４富山県鳥獣救護の会

２４２３３０９４４３４３９１９９２８７８５合　　　計



２３９

　表２‐１０９　有害鳥獣捕獲等の状況（２２年度）
捕 獲 数（頭）種　　類（獣類）捕 獲 数（羽）種　　類（鳥類）

１０ノ ウ サ ギ４，３６０カ ラ ス

２０３ク マ３２７カ ワ ウ

２１８サ ル１０３ゴ イ サ ギ

８７ハ ク ビ シ ン３１ド バ ト

２６６イ ノ シ シ８１７ム ク ド リ

１０タ ヌ キ１３０ヒ ヨ ド リ

１５１カ モ 類

３１そ の 他

７９４計５，９５０計

　棺　快適な環境づくり

　表２‐１１１　県民公園新港の森の概要
概　　　　　　　　　　　　　　　　要施　設　名

１　規模
　　両翼９０ｍ、センター１２０ｍ
２　施設
　　バックスクリーン、スコアボード、バックネット、ダッグアウト、放送

設備等

野 球 場

１　規模
　　３００ｍトラック（６コース）相当、直線コース１２５ｍ
２　施設
　　跳躍、投てき、サッカー、ゲートボール、ソフトボール

スポーツ広場

クレイコート４面テニスコート

４か所（乗用車約２００台駐車）駐 車 場

管理事務所１棟、園路遊歩道６，４００ｍ、芝生広場１０か所（２７，０００m２）、植栽約
１１万本（１６０，０００m２）休憩所３２か所、便所５か所、公衆電話などそ の 他

注　クマ、サルは特定計画に基づくものも含みます。

注　網　　　猟：網　等
　　わ な 猟：わな
　　第一種銃猟：ライフル銃及び散弾銃
　　第二種銃猟：空気銃及びガス銃

　表２‐１１０　狩猟者登録の実績（２２年度）
（単位：人）

計県　外　者県　内　者区　　　　　分

６４０６４網 猟

免 許 の 種 類
１３０１１２９わ な 猟

７５９１１８６４１第一種銃猟

２４０２４第二種銃猟

９７７１１９８５８計

資
料
資
料
編編

　

４

快
適
な
環
境
づ
く

４
　
快
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な
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づ
く
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２４０

　表２‐１１２　県民公園新港の森施設利用状況
（単位：人）

２２２１２０１９１８年　　　　　度

１３３，９５０１４０，３５０１５１，５５０１４９，７００１５５，４８０入 園 者 数

１１，７９１１１，６３３１１，７９８１１，５７４１１，４９４野 球 場

施
設
利
用
人
員

２，６４１１，５２６１，５９３１，１６７１，２４８テニスコート

４，６０７６，７８０５，４２３４，５７７５，０１５スポーツ広場

１９，０３９１９，９３９１８，８１４１７，３１８１７，７５７計

特　　　　　　　　　　　　　　　　徴面積主 な 施 設地区

トラックはウレタンチップ系全天候型舗装。
カラーアスファルト舗装。イベントの会場としても利用可能。
園路、植栽地等。

ha

３．５
陸 上 競 技 場
お 祭 り 広 場
そ の 他

　
Ａ
地
区

ウレタン系全天候型コートが６面ある。
空港スポーツ緑地の「玄関」となる広場。
小高い丘の上にあり、飛行機の離着陸が眺められる。
なだらかな芝生のスロープ。冬はミニスキーに利用できる。
長さ２０８．５ｍに及ぶ滝、流れ、池がある。
園路、植栽地等。

３．３

庭 球 場
入 口 広 場
展 望 広 場
芝 生 ス ロ ー プ
せ せ ら ぎ 広 場
そ の 他

Ｂ
　
地
　
区

多目的に利用できる広々とした芝生の広場。
ダスト舗装コートが４面ある。
自動車６２台が駐車可能。
園路。植栽地等。

２．９

わ ん ぱ く 広 場
芝 生 広 場
ゲートボール広場
駐 車 場
そ の 他

Ｃ
　
地
　
区

ダスト舗装の広場に高木の林
芝生の広場
７色のシャワーモニュメントを配したサンクン広場
自動車２６台駐車可能
園路、植栽地等

１．７

林 間 広 場
緑 陰 広 場
レインボープラザ
駐 車 場
そ の 他

Ｄ
　
地
　
区

築山、砂場等１．８児 童 遊 園
駐 車 場

Ｅ
地
区

１３．２合　　　　　計

２２２１２０１９１８年　　　　　度

６８，０８７６３，６５７６４，６２２６２，２０５５７，３６２入 園 者 数

１０，４２８９，６１５９，９０１７，０９１４，７８０陸上競技場施
設
利
用
人
員

５，１８９５，３７６６，４８１６，４６３７，７４７庭 球 場

１５，６１７１４，９９１１６，３８２１３，５５４１２，５２７計

　表２‐１１３　空港スポーツ緑地の概要

　表２‐１１４　空港スポーツ緑地施設利用状況
（単位：人）



２４１

　表２‐１１７　雨水のpHの年度別調査結果（一週間降雨毎）
調　　査　　地　　点

調査年度
全 国 の 状 況富　山　市射　水　市

第１次調査
（５８～６２年度）
　　　４．４～５．５
第２次調査
（６３～４年度）
　　　４．５～５．８
第３次調査
（５～９年度）
　　　４．４～５．９
第４次調査
（１０～１２年度）
　　　４．４７～６．１５
　１３～１４年度
　　　４．３４～６．２５
長期モニタリング
（１５～１９年度）
　　　４．４０～５．０４
　２０年度
　　　４．４８～５．０７
　２１年度
　　　４．５０～５．１８

－４．９昭和６１年度
－４．９６２年度
－４．７６３年度
－４．６平成元年度
４．８４．７２年度
４．７４．６３年度
４．６４．６４年度
４．８４．８５年度
４．７４．７６年度
４．９４．９７年度
４．９４．８８年度
４．８４．８９年度
５．１５．０１０年度
４．８４．９１１年度
４．８４．８１２年度
４．６４．５１３年度
４．８４．７１４年度
４．７４．６１５年度
４．８４．６１６年度
４．８４．６１７年度
４．７４．５１８年度
４．７４．５１９年度
４．７４．６２０年度
４．８４．７２１年度
４．８４．６２２年度

注　富山市の調査地点は、２～５年度：旧大山町山野スポーツセンター傍、６～１４年度：
国設立山酸性雨測定所（立山町芦峅寺スキー場敷地内）、１５年度～：立山黄砂酸性
雨観測局（らいちょうバレースキー場山頂駅傍）です。

　款　地球環境の保全への行動と積極的貢献

　表２‐１１５　酸性雨実態調査の概要（２２年度）
調　査　方　法調　査　項　目調 査 期 間調 査 地 点区分

酸性雨等調査マニュアル
（環境庁大気保全局）
湿性沈着モニタリング手引
き書（第２版）
（環境省地球環境局）

・pH
・イオン成分（SO４２－、
NO３－、Na＋、Cl－
等）降下量等

２２年４月～
２３年３月

（一週間降雨毎）

射　　水　　市
（環境科学センター）

雨
　
　
　
水

富　　山　　市
（立山黄砂酸性雨観測局）

　表２‐１１６　雨水のpH調査結果（２２年度）
 （一週間降雨毎）………自動採取法

雨　　　　水　　　　の　　　　pH調 査
項 目 富　　山　　市射　　水　　市

平　均範　　　囲平　均範　　　囲調 査
結 果 ４．８４．２　～　５．４４．６４．１　～　６．３
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　図２‐９　主要イオン成分降下量、降水量の月別推移（２２年度）
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　図２‐１０　主要イオン成分降下量の経年変化

　表２‐１１８　森林地における雨水のpH調査結果（２２年度）

雨水の年平均pH（一週間降雨毎・ろ過式採取法）
調査項目

南砺市小矢部市魚津市富山市

４．６４．７４．８４．９調査結果

　図２‐１１　富山県における黄砂の観測日数の推移

注　富山地方気象台のデータです。
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　表２‐１１９　財環日本海環境協力センター（NPEC）の事業概要（２２年度）

事　　業　　概　　要事　　業　　名事業の種類

　本県がコーディネート自治体を務める「北東アジア地域自
治体連合（ＮＥＡＲ）環境分科委員会」を運営し、会員自治
体間で、環境に関する協力事業の検討や情報交換等を行った。

北東アジア地域自治体連
合環境分科委員会の推進

環境保全に
関する交流
推進事業

　環日本海地域の自治体担当者や大学、民間企業、ＮＧＯ等
との連携を深めるため、関係会議への参加等を行った。

海洋環境保全パートナー
シップの形成

　海洋ごみの実態を把握するとともに、海洋環境保全意識を
醸成するため、日本、中国、韓国、ロシアの沿岸自治体、
NPO等と連携協力し、沿岸住民の参加を得て、海辺の漂着
物調査を実施した。
　また、市民を対象に、海洋ごみ対策の活動事例を共有し、
具体的な取組みを考えていくため、「海洋ごみアクション・フ
ォーラム」を開催するとともに、漂着物アート展の開催や高
校生向けの体験型海洋ごみ問題研修の実施などを通じて、海
洋ごみ問題を普及啓発した。

海辺の漂着物調査
漂流・漂着ごみ対策の推
進

環境保全に
関する調査
研究事業

　遼寧省の大気汚染の改善に資するため、遼寧省と共同で黄
砂に関する調査を実施した。

中国遼寧省との大気環境
に関する共同調査研究

　NPECの活動状況や環日本海地域における環境の情報を
ホームページにより提供した。また、海洋環境保全意識の醸
成を図ることを目的に海洋環境教室を開催した。

広報・普及啓発環境保全に
関する施策
支援事業

　国際協力機構（JICA）の制度を活用し、研修員の受入れや専
門家の派遣を行った。

対岸地域の環境技術者の
研修

　黄砂問題について、今後の効果的な対策の決定・実施につ
なげるため、国内外の産学官が連携して、その実態や影響を
把握するための視程調査を実施した。

黄砂を対象とした広域的
モニタリング体制の構築

　人工衛星によるリモートセンシングデータを利用した沿岸
環境評価手法の開発に向けて、九州北西部海域と富山湾にお
ける水質汚濁に係る現場データ及び衛星データを収集し、そ
れぞれの海域をケーススタディとしてNOWPAP地域にお
ける富栄養化状況判定手順書の検証などを行った。
　また、環日本海における海洋環境に関する今後の活動の進
め方等について助言を得るため、環日本海海洋環境検討委員
会を開催した。

日本海等の環境影響調査NOWPAP
推進事業

　NOWPAP地域における海洋生物多様性の保全に資する
ことを目的として、海洋生物にとって望ましい海洋環境を維
持、管理するための評価手法を開発するため、検討委員会や
有識者会議を開催し、専門家から助言を得るとともに、富山
湾を対象海域として、パイロットスタディを実施し評価手法
の検討を行い、報告書として取りまとめた。
　また、愛知県名古屋市で開催された生物多様性条約第１０回
締結国会議（COP１０）に合わせ、環日本海海洋生物多様性フ
ォーラムを開催し、富山県の海洋生物多様性に関する取組み
について、国内外に広く発信した。

生物多様性を指標とした
海洋環境評価手法開発調
査

　環境省が、１４年３月に富山県環境科学センターに設置した
「環日本海海洋環境ウォッチシステム」を管理運営し、人工
衛星を活用した海洋環境データを受信、解析するとともに、
NOWPAP関係国を含む国内外へ発信した。

環日本海海洋環境ウオッ
チ推進事業
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事　　業　　概　　要事　　業　　名事業の種類

　CEARAC（特殊モニタリング・沿岸環境評価地域活動セン
ター）に指定されているNPECの地域活動センターとして
の活動を推進するため、NOWPAPワーキンググループ会合
を開催するとともに、政府間会合や他のRACのフォーカル
ポイント会議に参加した。

地 域 活 動 セ ン タ ー
（RAC）の運営

NOWPAP
推進事業
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　表２‐１２０　環日本海地域との相互派遣の概要（２２年度）

相　　互　　派　　遣　　の　　概　　要

派 遣 先：ロシアウラジオストク
派遣人数：１名
派遣期間：４月８日～１０日
派遣目的：第１３回IOC／WESTPAC会議（NEAR-GOOS-CC）への参加

派 遣 先：インドネシアバリ
派遣人数：１名
派遣期間：５月１０日～１３日
派遣目的：第８回IOC／WESTPAC政府間会合への参加

派 遣 先：韓国釜山
派遣人数：１名
派遣期間：５月２６～２７日
派遣目的：第８回NOWPAP／POMRAC（汚染モニタリング地域活動センター）フォーカルポイン

ト会合への参加

派 遣 先：韓国大田市
派遣人数：１名
派遣期間：６月８日～１１日
派遣目的：第１３回NOWPAP／MERRAC（海洋環境緊急準備・対応地域活動センター）フォーカル

ポイント会合への参加

受 入 先：富山県生活環境文化部、財環日本海環境協力センター
受入人数：中国２名
受入期間：６月３０日～７月１日
受入目的：富山県と遼寧省との大気環境共同調査研究検討会の開催

派 遣 先：中国遼寧省
派遣人数：２名
派遣期間：７月９日
派遣目的：北東アジア地域環境体験プログラム事前視察

派 遣 先：中国遼寧省
派遣人数：１３名（学生５名＋引率３名＋職員５名）
派遣期間：８月４～５日
派遣目的：北東アジア地域環境体験プログラム

受 入 先：NOWPAP／CEARAC（特殊モニタリング・沿岸環境評価地域活動センター）、財環日本
海環境協力センター

受入人数：中国６名、韓国５名、ロシア６名
受入期間：９月１３～１５日
受入目的：第８回CEARACフォーカルポイント会合及び海洋環境評価に関する専門家会合の開催

派 遣 先：中国遼寧省
派遣人数：２名
派遣期間：９月１３～１８日
派遣目的：黄砂共同調査研究に関する技術指導

派 遣 先：韓国済州島
派遣人数：１名
派遣期間：１０月１日～２日
派遣目的：NOWPAP国際海岸クリーンアップキャンペーンへの参加

受 入 先：富山県生活環境文化部環境政策課、財環日本海環境協力センター
受入人数：中国１名、韓国１名、ロシア１名、その他１６名（留学生１４名含む）
受入期間：１０月１６日
受入目的：環日本海生物多様性フォーラムの開催
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受 入 先：富山県環境科学センター等
受入人数：中国２名
受入期間：１０月１９日～１１月２６日
受入目的：海外環境技術研修員の研修

派 遣 先：アメリカポートランド
派遣人数：１名
派遣期間：１０月２３日～２７日
派遣目的：PICES２０１０年次会合への参加

派 遣 先：中国香港
派遣人数：１名
派遣期間：１０月２８日～２９日
派遣目的：第２回GCEAP国際会議への参加

派 遣 先：ロシアモスクワ
派遣人数：２名
派遣期間：１１月１６日～１８日
派遣目的：第１５回NOWPAP政府間会合への参加

派 遣 先：中国遼寧省
派遣人数：２名
派遣期間：１２月７～１１日
派遣目的：富山県と遼寧省との黄砂に関する共同調査研究総括報告会の開催打ち合わせ

派 遣 先：中国遼寧省
派遣人数：４名
派遣期間：１月１８～２３日
派遣目的：富山県と遼寧省との黄砂に関する共同調査研究総括報告会

受 入 先：富山県生活環境文化部環境政策課、環境保全課、財環日本海環境協力センター
受入人数：中国１名、韓国１名、ロシア２名
受入期間：２月１８日
受入目的：海辺の漂着物調査関係者会議の開催


